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つ
い
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
や
Ｄ
Ｘ
、

ダ
イ
ー
バ
ー
シ
テ
ィ
を
踏
ま
え
た
世
代
を

超
え
た
交
流
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
有

志
に
よ
る
準
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
中
心
と

な
り
同
窓
会
を
ア
ッ
プ
デ
イ
ト
す
る
こ
と

も
企
図
さ
れ
重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

ま
た
、
諸
富
徹
教
授
、
田
中
彰
教
授
、
草

野
真
樹
教
授
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
卒
業

生
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
総
数
は
１
６
０
名
に
上
っ
た
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
、
い
ま
だ
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
昨
年
７

月
に
第
59
回
経
済
懇
話
会
と
し
て
日
本
総

研
山
田
久

副
理
事
長

を
お
招
き

し
て
今
日

的
に
大
き

な
問
題
で

あ
る
「
わ

が
国
賃
金

低
迷
の
背

景
と
処
方

箋
」
に
つ

い
て
貴
重

な
勉
強
を

す
る
機
会

を
得
た
。

そ
し
て
混

迷
を
極
め

る
国
際
情

勢
の
中
で

ど
の
よ
う

な
経
営
が

何
と
い
っ
て
も
今
年
５
月
に
４
年
ぶ
り

の
念
願
の
支
部
総
会
を
学
士
会
館
で
盛
大

に
開
催
で
き
た
こ
と
が
最
大
の
成
果
だ
ろ

う
。
山
極
壽
一
前
総
長
、
総
合
地
球
環
境

学
研
究
所
所
長
に
「
人
類
は
ど
こ
で
間
違
っ

た
の
か
」
と
い
う
今
ま
さ
に
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
、

依
田
高
典
経
済
学
研
究
科
長
兼
経
済
学
部

長
に
経
済
学
部
の
来
し
方
行
く
末
に
つ
い

て
明
快
な
お
話
を
い
た
だ
き
、
今
年
１
月

に
就
任
さ
れ
た
柄
澤
康
喜
支
部
長
か
ら
は

今
後
の
同
窓
会
支
部
活
動
に
つ
い
て
の
抱

負
が
述
べ
ら
れ
た
。
今
回
の
支
部
総
会
に

求
め
ら
れ
る
か
と
い
う
点
に
つ
き
11
月
の

第
60
回
経
済
懇
話
会
で
京
都
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
牧
野
成
史
教
授
か
ら
「
国

際
経
営
2.0
」
と
い
う
示
唆
に
満
ち
た
ご
講

演
を
い
た
だ
い
た
。
年
が
明
け
て
１
月
に

は
「
新
春
経
済
交
流
会
」
を
開
催
し
た
。

第
一
部
で
は
依
田
高
典
教
授
よ
り
「
京
都

大
学
経
済
学
部
の
現
状
と
課
題
」
を
お
話

し
い
た
だ
き
、
第
二
部
で
は
京
大
こ
こ
の

え
会
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
頂
戴
し
「
未

来
を
拓
く
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ　
～
女
性
活

躍
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
、
未
来
を
志
向

す
る
～
」
と
い
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
モ
デ
レ
ー
タ
に
は
Ｓ
Ｍ
Ｂ

Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱
取
締
役

副
社
長
か
つ
こ
こ
の
え
会
の
会
長
も
務
め

ら
れ
て
い
る
浅
山
理
恵
氏
を
迎
え
、
中
森 

真
紀
子
氏
（
中
森
公
認
会
計
士
事
務
所
代

表
／
伊
藤
忠
商
事
㈱
社
外
取
締
役
）、
絹
川

幸
恵
氏 

（
み
ず
ほ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

(

株)

代
表
取
締
役
社
長
）
岩
島
史
氏
（
京

都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科　

講
師
）

の
論
客
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
東
京
支
部
常

務
理
事
の
荒
木
も
加
わ
っ
て
、
未
来
に
向

け
て
建
設
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
常
任
理
事
会
２
回
、
理
事
会

を
３
回
い
ず
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

た
。

（
東
京
支
部　
荒
木
）

東
京
支
部
か
ら
の
便
り

TO
K
YO

山極壽一前総長




